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喀痰 中 ノ結 核 菌發 育 環竝 ビニ其 臨牀 的

意 義ニ 就 テ(圖3、7表)

東北帝國大學醫學部熊谷内科

木 村 圭 一

A結 核菌ノ登育環

結 核菌 ノ多形 性 二關 ス ル観 察 ハ既 二古 ク結 核 菌

登 見 當 時 ニ サ レ、 菌 株 二依 リ異 ル ノ ミデ ナ ク、

同菌 株 デ モ動 物 禮 内 ト試 験 管 内 デ夫 々異 ル事 ガ

認 メ ラ レタ トィフ。

Nocardu.Roux(・ 〕(1887)ノ・古 イ培 養 二於 テ雨

端 二腫 脹 ス ル ト共 二 側 方 ニ モ 登 育 スル事 テ認

メ、Metschinikoff(2)(1888)ハ ロ喀疾 中 二長綜 駄

結 核 菌 テ登 見 シ、 「グ リセ リン」寒 天 二43.6度

デ培 養 スル ニ末 端 ガ棍 棒駄 二分 枝 シタ事 カ ラ結

核 菌 ハ,f1ti'ii,H犬菌 ノ畿 育環 ノー 階程 デ ア ラウ ト考 ヘ

タ。Marmorek(3〕(1900)ハ 幼 若 ナ ル結 核 菌 ハ屡

くZiehl氏 「フ ク シ ン」液 二染 マ ラズ却 ツテ 「ア

ニ リ ン」色 素 二好 染 スル ラ見 タ
。

Spengler(4)(5)(190tJ)ハ 極 短 小 デ穎 粒 状 テナ ス結

核 菌 ガ喀 疾 中 二多 撒 聚 落 テナ シテ存 在 ス ル事 テ

記 載 シ、 之 二Splitterノ 名 稻iテ付 ケ、 彼 ハ之

ラ芽 胞様 艦 デ之 カ ラ繊 弱 ナ非抗 酸 性 菌次 イデ抗

酸 性 桿 菌 テ來 ス モ ノデ アル ト言 ツ タ。

Much{6)(7}(1907)・ ・牛 ノ肺 眞 珠腫 カ ラ非抗 酸 性

デ海猿 二高 度 ナ毒 力 ラ示 ス結 核 菌 ノー 形 態 テ、

又人 間 ノ寒 性 膿 瘍 中 一 モ 同檬 ナ結 核 菌 ノ存 在 ス

ル事 テ確 メ、 彼 ノ染 色法 テ考 案 シ、 結 核 菌 ニ ハ

Ziehl二 染 マ ラズMuchノ 染 色 二依 ツテ初 メテ

見 出 サ レル穎 粒(Granula)ノ 存 在 ヲ登 表 シタ。

ソ シテ彼 ハ結 核 菌 テZiehl桿 菌 、Much桿 菌 、

Much穎 粒 蛇 ビ ニ ソノ移 行 形 トニ分 類 シタ。

Weismayr《8)(1907)ハ ロ客疾 中 二分枝 セル結 核 菌

ラ認 メ菌 膿 内 二圓形 ノ核 ガ不 規 則 ナ間 隔 二存 在

ズル事 テ報 告 シテ ヰル。Weiss(9}(1909)ハZiehI

染色 トMuch染 色 ラ同時 二行 フ複 染 色 法 テ登

表 シ、 コ ノMucb-WeiBノ 染 色方 法 ラ用 ヒテ、

Kno11(io〕(19ユ0)・・結 核 菌 ノ形 態 テ研 究 シ、 登 育

環 ノ様式 ラ登 表 シ タ.ソ レニ依 レバZiehlノ 桿

菌 内 二次 第 二Muchノ 穎 粒 ガ現 ハ レ、 穎粒 ハ

初 メ抗 酸 性ナ ル モ次 イデ非 抗 酸 陞 トナ リ、 時 二

菌 禮 カ ラ突 出 遊離 スル。 爾 悪 環境 ノ下 デ桿 菌 ハ

次 第 二抗 酸 性 テ失 ツテMuch桿 菌 トナ リ逡 二

穎 粒 ニ ナ ツ テ了 フ。 コ ノ非抗 酸 性 ノ穎 粒 ハ好 環

境 ノ下 デ又Zieh1好 染 ノ突 起 テ出 シ、 次 第 二原

ノZiehl桿 菌 二復 蹄 スル。コ ノ事 カ ラ彼 ハMuch

ノ穎 粒 ハ芽 胞 性 デ ア ル ト ィ フ。 柳 原 氏(11)(大 正

8)ハ 喀 疾 中 ノ結 核 菌 ハ1・5-15μ ノ長 サ テ有

シ、 常 二1-6ケ ノ穎 粒 テ含 有 シ、 ソ ノ形 態 モ

種 々 ナ事 ラ記 載 シ、 分 岐 ノ際 ハ常 二分 岐 鮎 二穎

粒 テ見 ル事 カ ラ穎 粒 ノ芽 胞 性 二賛 成 シタ。 更 二

Cerv6roLacort(12)(1921)・ ・結 核 性 喀 疾 ノ少 量 テ

「グ リセ リ ン1ト 共 二 滅 菌 試 験 管 二入 レ37度 二

4-5日 放 置 シ、次 イ デ之 テWeissノ 染 色法 ニ ヨ

リテ鏡 検 シテ、Knollト 略k同 様 ナ所 見 ラ得 タ
。

Sweany(13)(1928)ハ 穎 粒 ・・一般 二不 適 當 ナ環 境

二於 テ自己 防衛 ノ爲 メ或 ハ存 在 ノ永 績 テ計 ラ ン

トシテ代 ラ更 ヘ ル タ メニ生 ズ ト考 へ
、 コ ノ穎 粒

ハ 海瞑 二結核 テ惹 起 シ得 ル ト同 時 二又抗 酸 性 テ

獲 得 スルMフ.Kahn(i4)(1929)ノ ・SS一生 結 核

菌 ノ観察 二依 ッテ登 育 環 ラ研 究 シ、 桿 菌 艦 内 二

穎 粒 現 ・レ瀬 粒 ト無 關 係 二激 ケ ニ分 裂 シ連 鎖

歌 トナ リ・ 更 二個 々 ノ穎 粒 ハニ分 シテ愛球 菌 状

トナ リ・更 二分 裂 シ テ塵 埃 歌 非抗 酸 性 ノ小 片 ト
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ナ ル ガ、 コ ノ集 落 ノ中 カ ラ更 二小 サ イ抗 酸 性桿

菌 ガ登 育 スル ヲ見 、 結 核 菌 ノ登 育 環 テ 高 唱 シ

タ。 村 田氏(15)(昭和6)・ ・淋 菌 状 二排 列 シタ2ケ

ノ穎 粒 カ ラ成 ル結 核 菌 テ滲 出 液 ノ培 養ニカ ラ得 、

水 島 氏(16)(昭和7)ハ 結 核 菌 ラ動 物 ノ皮 下 二注射

スル ニ、 穎 粒 状 二攣 化 スル事 ラ報 告 シ タ。

最 近Spanier(1D(1933)ハ 結 核 菌 ・・喰 菌 現 象 又 ハ

自家融 解 ニ ヨ ツテ次 第 二抗 酸 性 テ失 ヒ、 途 ニハ

非 抗 酸 性穎 粒 ニナ ル事 テ示 シ、 穎 粒 ハ更 二桿 菌

二復 聾 シ得 ル トィ フ.

余 ハ喀 廃 中 ノ結 核 菌 ガ如 何 ナ ル形 態 テ トリ如何

二登 育 」曾殖 シ、夫 等 ガ又 臨 躰 的 二如 何 ナ ル意 義

テ持 ツカ テ研 究 スル 目的 デ 以 下 ノ 實 験 テ行 ツ

タ^

實 験 方法 及 ビ成 績

當 熊 谷 内科 入 院 中 デ臨 林 的 二肺結 核 ノ診 断 ノ確

實 ナ60例 テ選 ビ、 同一 人 二就 イテ ・・牛 ケ月1

回 ノ割 合 二喀 疾 ノ検 査 テ行 ツ タ。

喀 疾 ハ検 査 日 ノ前 夜 ヨ リ早 朝 迄 滅 菌 皿 二喀 出 サ

セ、 早 朝 直 チ ニ之 テ検 査 シタ.方 法 ハ成 可 ク喀

疾 中 ノ膿 性 ナ部分 テ トリ塗 抹 標 本 テ敷 枚 造 リ、

染 色 ハMuch・Weiss氏 ノ複染 色 法 テ用 ヒタ。

後 染 色 ハ.「 メ チ レ ン」青 、 「ビ ス マル ク」褐 、「ト

リパ フ ラ ピ ン」等 テ用 ヒテ見 タ ガ、 「ト リパ フ ラ

ビ ン」 ガ前 二 者 二封 シテ美 麗 ナ像 テ示 シ、 殊 二

紫 黒 色 ノ穎 粒 検 索 二便 宜 デ ア ツ タ。

検 査 総 同撒270同 中 見 出 サ レタ菌 ノ形 態 テ列 記

ス ル ニ

(1)Much穎 粒

(2)愛 球 菌 状 ノMuch穎 粒

(3)集 合顯 粒

(4)Ziehl集 合 穎 粒 好 染 ノ 小突 起 テ有 スル

Much穎 粒

ミ縷li蹴}駿騨
(8)Much桿 菌

(9)菌 叢

1(10)分 枝 形 成

(11)分 裂 形 成

(12)議 芽 形 成

(13)左昆1奉H犬菌

等 デ アル。

結 核 菌 ノ長 サ ニ就 テ ハ成 書 二依 レバ1・5-3・5μ

(Hoesslin8)"DasSpu∂um")デ アル ガ余 ノ實

験 デ ハ穎 粒 テ除 キ桿菌 ノ ミ見 ル場 合 ハ1・5-12μ

デ2-5μ ガ大 多撒 テ占 メ テ ヰル。 穎 粒 ハ 凡 テ ノ

桿 菌 二於 テ見 出 サ レソ ノ介 在 籔 ハ1-15箇 デ ァ

ノレo

然 シ是等 諸形 態 ハ 同一 喀 疾 中 一 混 在 スル事 多

グ、菌 ノ護 明 サ レタ199同 中、 頼 粒 形 ノ ミ見 出

サ レ タル ハ僅 カニ5同2・5%、 短 桿 菌 ノ ミハ45

同22・6%、 中 桿菌 ノ ミハ20同10%、 長 桿 菌

ノi2・40同20.1%デ 、 混 合 形 ハ89回44.7%

デ ア ツ タ。

Muchノ 桿菌 二就 テ言 ヘ バ 、 之 ノ・極 稀 二見 出 サ

ル ・二過 ギ ズ他 ノ形 態 ノ菌 ト混在 シ僅 カ ー6同

二於 テ見 タ。 長 サ バ4-一一一&ptデ ー 般 二長 久 穎 粒

9iifiハ5-9箇 デ アル。

分 枝 形 成 ハ60人 中20人 二 於 テ55同 二見 出 シ

テ ヰ'ル。 ソ ノ分 枝 角 度 ハ鋭 角 直角 鈍 角等 デー 定

シナ イ ガ鏡 角最 モ多 ク、 松 葉}伏又 ハ 肉叉 状 テ ナ

シ、 一般 二 長形(4-一一6Pt)デ 穎 粒 ガ3-6箇 介 在

シテ ヰ ル。 注 目 スベ キ ハ、 ソ ノ分 枝 貼 二常 二穎

粒 ノ存 在 テ詮 明 シ得 ル事 デ ア ツ テ、 之 ハ既 二柳

原 氏 モ記 載 シテ ヰ ル所 デ、 余 モ亦 是 等 ノ所 見 ニ

ヨ リ穎 粒 ハ決 シテ退 行 産 物 デ ハ ナ 久 結 核 菌 登

育 二重大 ナ役 目 ラ ナ ス事 ラ認 メ顯 粒 ノ芽 胞 様説

二質 ス ル モ ノデ アル。

爾 ホ分 枝 ノー様 式 ト認 メ ラル ・ ノへKahn・

Stempa(19)(1930)等 ガ記 載 シテ ヰル極 細 小 ナ ル

毛 檬 突 起 デ アル。 余 モ亦 普 通 ノ太 サ ノ桿 菌 ノー

端 二存 在 スル穎 粒 カ ラ極 織 細 ナ ルZieh1好 染 ノ

毛 檬 突 起 ノ出 ル ノ テ見、 又 更 ニ ソ ノ先 端 二微 細

ナ穎 粒 ノ存 在 スル事 アル テ認 メ タ。

分 裂 二就 テハー 般 〒軍 緯 横 分 裂 ガ考 へ得 ラ レ・

極 を接 近 シタ間 隙 テ以 テ互 ニ ソ ノ末端 テ切 シ縦

二列 ンデ ヰ ル菌 ノ歌 態 ハ之 ラ分 裂 二憐 ル モ ノ ト



第9號 】 米村=喀 海 中 ノ結核菌獲育環虹 ビニ其臨休的意義 二就 テ 881

想像 シ得 ル。Oerskov「20)(1932)・ ・結 核 菌 ノ初期

登 育 テ観 察 シ、 結 核 菌 ハ 町純 横 分 裂 一 ヨ リ登 育

テナ シ、Kahnノ 記 載 ハ瑳 育 二非 ズ シテ退1ヒデ

アル ト論 ジテ ヰ ル。

余 ハ喀 疾 検 査 二於 テ分裂 過 程 ニ アル菌 ヲ 少数 ナ

ガ ラ確 實 二之 ヲ認 メ タ。

分 裂 テ行 ハ ン トスル結 核 菌 バー 般 二抗 酸 性 彊 ク

長 桿菌 デ6-9箇 ノ穎 粒 テ有 シテ ヰ ル。 是 等 ノ

分 裂 ハ多 ク菌 膿 ノ略z中 央1ケ 所 デ行 ハ レ、2

ケ所3ケ 所 デ同時 二行 バ レル像 ハ極 少 藪 ニ シヵ

見 ナ カ ツ タ。 分 裂 ノ位 置 ・・穎粒 間 ノZiehl好 染

ノ部 分 デ、 ソ ノ部 分 ダ ケが毛 状 二極 ク繊 細 トナ

リ延長 若 クハ轡 曲 テ示 シ、 逡 二分 裂 テ來 ス モ ノ

デ、 コ ノ分 裂 二依 ツ テ1一一4箇 ノ 穎 粒 テ 有 ス ル

短 桿 菌 が出来 ル モ ノヂ ァル。 穎 粒 ノ部 分 デ分 裂

スル像 ハ1例 モ 見 ル事 が 出来 ナ カ ッ タ。

分 芽形 成 二就 テハ、 穎 粒 ハ屡 支菌 膿 ノ横 径 テ起

工 テ突 出 シ途 二分 離 テナ ス テ見 ル事 が出 来 ル。

分芽 ノ位 置 バー 定 セズ菌 ノ末 端 又 ハ中 部 二於 テ

見 ルC是 等 ハMuchノ 遊 離 孤 立穎 粒 デ歯 骨豊内

頬 紅 ト遊 離 孤 立 穎 粒 ハ全 ク同 ジ性 質 ノモ ノ ト考

ヘ フ ノレ
o

棍 棒 月犬歯 ハ抗 酸 性一 般 二弱 ク ソ ノー 端 甚 ダ シク

肥大 テ示 シ僅 カ ニ1例 二 見 タ ノ ミデ アツ タn

是 等 ノ各形 態 ハ互 二移行 シ得 ル モ ノデ アル カ否

力.,r

:Liebmann(21),Schiele(21)ハ 喀 疾 中 ノ結 核菌 ・・一

度 決 定 サ レタ 長 サ テ 攣化 シナ イ ト稻 シテ居 ル

ガ、 結 核 ノ爽 育 循 環:二就 イテ ノ観 察 ハ、Knoll

Cervero:Lacor七,Sweany,Kahn,Kirchenstein

(23)(19]4)等 二依 ツ テ培 養 菌 拉:ビニ喀 疾:中 ノ菌 二

於 テ爲 サ レテヰ ル。

余 モ亦 同一 患 者 ノ喀 疾 テ時 間 的 二多 数例 二於 テ

追及 シテ、 ソ ノ登 有 壁 化 テ認 メ、幾 育 環 テ一様

式 二現 シ得 タ.

最 モ典 型 的2例 テ・塞 ゲ テ見 ル ニ

第1例 一21歳 畢 生

診 断 融 合 性両 側 肺結 核(浸 閥 型 、 硬:化増 殖 滲

出 性、 左 上部 室洞)

第1同2月8日 孤 立 穎 粒 、 短 桿 菌(穎 粒2

箇)

第2同2月24日 略z同 様

第3同3月8日 短 桿 菌 、 乃 桿 菌(穎 粒1-2

箇)及 ビ孤 立穎 粒

第4同3月27日 中桿 菌(穎 粒2-4、

第5回4月22日 長 桿菌(穎 粒3-4)

第6同5月11日 長 桿菌 及 分 裂 形 成(穎 粒2

-6)

第7同5月24日 長 、中及 ビMuch桿 菌 分

裂形成、分枝形成(穎粒3-8ケ)(第1圖 参照)

之二依 レバ孤立 セルMuch穎 粒乃至穎粒2ケ

テ含有 スル短桿菌 ノミテ有 シタモ ノが約3ケ 月

牛 デ穎粒8箇 ラ有 スル長桿菌及 ビMuch桿 菌又

分枝形成分裂形成 ヲ來 シタモ ノト認 メラレル。

第2{　"一 」歳 農

診断 融合性両側肺結核(浸潤型、滲出硬化性、

左上部室洞、右気管枝性撒布)

第1r司2月9日Much桿 菌(穎 粒4-8)

第2同2月25日 陰性

第3同3月9日 孤立穎粒、Much桿 菌、短

桿菌(穎粒1-2)

第4同3月14日 短桿菌、中桿菌(穎:粒3-

4)

第5同

第6回

第7r司

4月7日 略Z同 様

4月22日 短 桿菌 、 長桿 菌(穎 粒6)

5月24日 混 合 形(穎 粒2-6)

(第2圖 参 照)

之 二依 ツテ見 レバMuch桿 菌 ・・分 解 シテ多撒:

ノMuch穎 粒 トナ ツテ遊 離 シ、 コ ノ穎 粒 ハ更

二新 二Zieh1好 染 ノ小突 起 ヲ出 シ短 桿 菌 中長 桿

菌 二登 育 テナ ス事 テ推 定 スル事 が出来 ル。

A総 括 及 ビ考 案

以 上 ノ所 見 ヨ リ 総 括 シ 考 案 スル ニ 結 核 桿 菌 ハ

1.5」L12μ ノ長 サ テ有 シ常 二1-8箇 稀 昌 ソ レ以

上 ノ穎 粒 テ含 有 ス。 著 者 ハ12μ デ15箇 ノ穎 粒

テ有 ス ル モ ノモ見 タ。 、

短 桿 菌 八次 第 二長 桿 菌 二登 育 シ同 時 二穎 粒 数 ラ.

増 加 スル。



882 木 村=喀 疾 中ノ結核菌蛮育環蛇 ビニ共臨林的意義 二就テ 【第11巻

増 殖 方 法 ト シテ ハー般 二長 桿 菌 二於 テ、穎 粒 間

ノZiehl好 染 ノ部 分 二於 テ 軍純 横 分裂 テ ナ ス

ガ、 他 方 桿 菌 ハ ソ ノ儘 次 第 二 抗 酸 性 テ失 ヒ、

Much桿 菌 トナ リ途 二多 撒 ノMuch穎 粒 トナ

ツ テ遊 離 スル事 モ アル。 コ ノ穎 粒 ハ 夏 ニー 端 又

ノ・雨 端 二Ziehl好 染 ノ小 突 起 テ出 シテ短 桿 菌 ト

ナ リ穎 粒 撒 ラ檜 加 スル ト共 二普 通 ノ中 長 桿 菌 二

復 館 ス ル。

尚ホ穎粒ハ軍濁 二直接Ziehl好 染 ノ桿菌 カラ褒

芽状 二分離 スル事モ出來ル。

又他 ノ叢育形式ハ分枝形成 デアリ、之ハ穎粒テ

分枝鮎 トシテ登育成長 シ、更二前述 ノ如 キニ様

ノ檜殖方法テ トリーハ軍純横分裂、他バー度穎

粒 二分解 シ又桿菌 二登育 ス。

爾ホ穎粒 ノ生物學的性質ハ以上ノ所見カラ余ハ

芽胞様説 二質 スルモノデアル(第3圖 参照)。

B結 核菌形態 卜其1臨IMcell意 義

Beck(24)(1918)ハ 穎 粒 ノ存 在 ハ必 ズ シモ病 勢 ノ良

好 テ示 ス モ ノデ ハ ナ イ ト云 フガSchulz(25)11909)

J61i'26)(1917)PissavyRobine(27)(1922)Peloso

(28)(1925)Zucc61a(29)(1926)Szab6ky:30)(1928)

Scarzella(31)(1930)等 ・・良 好 ナ リ トィ フ。Lieb-

mann,Szab6kyノ ・短 桿 菌 ハ急 性 経 過 又 ハ滲 出

JI生経 過 ニー 致 ス トイ フn

余 ハ 先 ヅ菌形 テ ソ ノ長 サ ニ依 ツテ穎 粒 形 、 短 桿

菌(2μ 以 下)、 中桿 菌(2-3μ)、 長 桿 菌(3・βμ以

上)及 ビ夫 等 ノ混 合 形 二分 ケ、 菌 ノ検 査 ト同 時

二喀 疾 中 ノ弾 力織 維 、 蛋 白質 含 有 量 テ調 べ、 又

赤 血 球 沈 降 速 度 、R6ntgen爲 眞 ト封 照 シ、 又

病 型 、 豫 後 テ シラベ ソ レ等 ノ所 見 ト菌 形 態 トノ

關 係 テ探 究 シ タ。

1.i琿 力 織 維 ト菌 形 態 トノ關 係

喀 疾 中 ノ弾 力 織 維 ハ肺臓 組織 ノ破 壌 二依 ツテ來

リ肺 結 核 ノ診 断 拉 ビニ豫 後 判 定 二重 大 ナ ル意 義

テ有 ス ル事 バー 般 二認 メ ラ レテヰ ル。

Sokolowskiu.Greiffc32)・ ・肺 結 核 ノ75%、

Dettweileru.Setzer'33)(1888)ハ90%殊 二室 洞

ア ル時 ハ100%二 認 メ タ。Prfmak(31)(1928)モ

室 洞 テ有 スル モ ノニ100%、 増 殖 性90%、 織

維 性40%二 見 タ。尚Ballin(35)〈1920),NUssel㈹

(1923),Madlener(3D(1924)ノ ・乾 酪1生滲 出性 等 不

良 ナ ル像 ラ呈 スル時 ハ肺 胞 状 ノ揮 力 織 維 テ見 出

ス トィ フ。

余 ハ喀 疾 二 略1同 量 ノ10%苛 性 加 里 ヲ入 レ、

之 テ熱 シ、 粘 液 ノ溶 解 ラ待 ツ テ直 チ ニ之 テ遠 心

沈 澱 シテ鏡 検 シ テ第1表 ノ結 果 テ得 タ、

第1表

喀疾 中 ノ結核菌形態 ト弾 力繊維 トノ關係

彊力繊維

結核菌
ノ形態

一 十 朴
合計

「

剛 汝1% 同轍 % 剛敗 %

顧 粒 形 5 100
-

84.4

0 〇
-

16.6

0 0 -
45

一一4

短 桿 菌
一
38

一
7

一
〇一

三
S

一
〇

一 一

中 桿 菌 5 25 11 55
}

67.5

一
20

-

20

一
20

-

40
-

89

長 桿 菌 5
-

23

12.5 27
_一 一 一

混 合 形 25.S 48 54 18 20.2
一 一 一

之 二依 レバ 、穎 粒 形 ノ ミテ有 ス ル喀 疾 ニ ハ弾 力

織 維 ハ常 二陰 性。 短 桿菌 ノ場 合 ハ陰 性84・4%s

中 桿 菌 ノ場 合 ハ陰 性25%、 長 桿 菌 ノ ミ ノ揚 合 ハ

暉 力織 維 ノ陰 性 ハ 僅 カニ12.5%二 過 ギ ナ カ ツ

タ。 混 合形 ハ陰 性5.8%デ 中桿 菌 二略Z-一 致 シ

タ。

故 二長桿 菌 ハ肺 臓 組織 破 壌 力最 大 デ中桿 菌 短 桿

菌 之 二次 ギ穎 粒 ハ最 モ弱 イ事 ガ判 ル。

2.喀 疾 蛋 白 質 含 有 量 ト菌 形態 トノ關 係

喀 疾 ノ蛋 白質 量 バー般 呼 吸 器 疾 患 二於 テ増 量 ス

ル事 ガ認 メ ラ レ、 特 二肺結 核 ノ診 断 二封 シテ償

値 テ有 スル モ ノ デ・・ナ ィ(Acs-Navy:38))ト 云 フ

ガ、Wanner(39)二 依 レバ膿 性 炎症 、 組 織 破壊 ノ

程 度 テ現 ハ ス トイ フ.

余 ハ喀 疾 二同 量 ノ3%酷 酸 テ混 ジ、 硝 子 棒 デ良

ク撹 絆 シ、10分 間 之 テ放 置 シ、 ソ ノ後 濾紙 デ濾

過 シ、 濾 液 テEsbach氏 蛋 白計 テ用 ヒEsbach

氏液 デ沈 澱 サ セ24時 間 後 ソ ノ月 盛 テ讃 ング。

今4%以 下 テ弱 陽 性、5-9%テ 中 等 、10-20%

テ強度 、20%以 上 テ最 強 度 陽 性 トシテ、 是 等 ノ
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所 見 ト菌形 態 トラ比 較 ス ル ニ第2表 ノ成 績 テ得

タ。

第2表

喀痕 中ノ結核菌形態 ト蛋 白質含有 量 トノ關係
一

蛋暑塞

醗 態
願粒形

0-4%

酬%
100ろ

6-9%

剛敗

0

蕊

10-20%

/
0

ク
/同/

0
0
/

00 0

8
●

0
μ

合上以/0ク

/

00
召

同数 % 一三
ロ

0「50

1孫81一

第3表

喀疾 中 ノ結核菌 ノ有 無及 ビ共 ノ

形態 ト赤血球沈降 速度 トノ關係

窺 桿菌

中桿菌

長桿菌一

混合形

万
冒一7

痂
痂
26.68

22 31

ヨ

8「 石

10

26

33.3

36.6

ユ

7 11.9

26.68

18 25.4

o「 『

τ
τ

13.5
-1　

7i71

35

一
17

一
30

之 二 依 レバ穎 粒 ノ ミラ有 ス ル喀 疾 ハ常 二蛋 白質

含 有 量 ハ弱 陽 荏 デ、短 桿菌 ノ場 合 ハ弱 陽性85.7

%、 中桿 菌 ノ場 合 弱 陽 性 ハ41.1%、 中等 度 陽 性

47%、 張 度 陽性11.9%ナ ル ニ 封 シテ長 桿 菌 含

有 喀 疾 ・・弱 陽 性26.ll%、 中等 度 陽 性33.3%、

強 度 陽 性26・6%、 最 張 度 陽 性13.5%テ 算 シ タ。

混 合 形 ハ 中桿 菌 二略 ヒー 致 ス ル。

故 二長 桿 菌 ハ最 モ破 壌 力 彊 ク、 中桿 、 短 桿 、 穎

粒 形 ト次 第 二弱 力 トナ ル事 ガ判 ル。

3.赤 血 球 沈 降 速 度 ト菌 形 態 トノ關 係

赤 血球 沈 降速 度 ハ結 核 ノ経 過 、 豫 後 テ指示 スル

重 要 ナ 目標 トナ ル事 ハ蜘 木家 ノ等 シ ク認 メ ル所

ア ア ル 。

今 喀 疾 検 査 ト同 日又 ハ其 ノ撒 日前後 二調 べ タ赤

血 球 沈 降 速 度 ト喀 疲 中 ノ結 核 菌 ノ有 無 及 ビ ソ ノ

形 態 ト ノ關 係 テ調 査 シタ.

筒 ホ赤 血 球 沈 降 速 度 ・・Westergren氏 法30度

1時 間 ハ讃 ミデ、 當 教 室 ノ分 類 二從 ツテ、9-

23mm.ラ 輕 度 速 進24-55mm.テ 中 等度 速 進、

55-155mm.テ 高 度 速 進 トシタ。

総 検 査 数194同 中正 常沈 降速 度 ラ示 シタ モ ノハ

1例 モ ナ ィ。

之 テ総 括 シテ第3表 テ得 タ。

之 二依 レバ結 核 菌陰 性 ナル49同 ハ 輕 度 中等 度

高度 速 進 略 丸同率 デ アル。

穎 粒 形2同 ハ皆 輕度 速 進 、 短 桿 菌 ノ場合 ハ輕 度

速 進12.9%、 中等 度速 進51・6%、 高 度 速 進35・5

%デ 中等 度 速進 最 モ多 イガ 中桿 菌 ノ場 合 ハ輕 度

赤沈速度

結核菌
ノ有無
及ビ形態

9劃 24-5う

mm.

廠 % 1剛 %

無 17 ;∫4.6
116 132.7

顧粒形 2 100 0 0

短桿菌 4 12.9 16 51.6
-

40
--

14.8

一 一一一

中桿菌 1 6.7
-

14.8

6

長桿菌 4

一
4

混合形 4 一剥 15 21.4

50-1551

mm.
合計

同数

至
ユ
11

τ
19

一
51

%

32.7

0

35.5

53.3

49

万

31

15

70.4}27

薦gi7・1

速 進6.7%、 中 等度40%、 高 度53.3%ト ナ リ

次 第 二高 度 速 進 ノ壇 加 テ來 シ、 長桿 菌 二至 ツテ

・・輕 度 速 進14.8%、 中等 度14・8%、 高 度速 進

ハ70.4%ト ナ リ更 二高 度 速 進 ノ率 ヲ檜 加 スル。

故 二長 桿菌 ハ最 モ毒 力 強 ク、 中 、短 、穎 粒 ノ順

序 二毒 力 ノ弱 イ事 テ見 ル ノデ アル。

4.肺 結 核 病 型 ト菌 形 態 トノ關 係

肺結 核 ノ病 型 テ當教 室 ノ分 類 ニ ヨ ツテ之 ラ早 期

型 ト晩 期 型 二分 ケ、 夏 二夫 ヨ リ浸 潤 型 ト血 行 撒

布型 トニ分 ケ、 之 ト菌 形 態 ト封 照 シテ第4表 テ

得 タ。

第4表

肺結核病 型 ト喀疾 中ノ結核菌 ノ

有無及 ビ形態 トノ關係

鷹病型

結核菌
ノ有無
及ビ形態

一
早 一期 一 型 晩 期 型

早期浸潤 血行撒布 浸潤型
血行撒布
型

1例数1% 例劉% 例 藪1% 例劉%
無 2 20 5 10012 5.1

-

0

1
-

0

16.7

顧粒形 1 10 0 0 0

一
〇

短桿菌 4 40 0 0 11 28.21 4 66.6

中桿菌 1 10 0 0 5 12.8 0 0

長桿菌 1 ユ0 0 0 12 30.8 1 16.7

混合形 1 10 0 0 9 23.1 0 0

合 計 10 100 5 100 39 100 6 100

之 二依 レバ 早期 浸潤 症 例 中 一1,例即 チ40%ハ 短

桿 菌 テ見 出 シ、 穎 粒 形 、 中 桿 菌 長 桿 菌 ハ各1例

10%ヅ ・二過 ギ ナ カ ツ タ。

早 期血 行 撒 布 症 ハ5例 中1例 モ菌 テ検 出 セズ。

晩期 型 中浸 潤 型 ハ39例 中、 長 桿 菌12例30.8

%、 短 桿 菌11例28.2%、 中桿 菌5例12.8%
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デ、 長 桿 菌 ト短 桿 菌 ト略z一 致 シ、 晩 期 血 行 撒

布 型 ハ6例 中短 桿 菌 ・・4例66.6%、 長 桿 菌 ハ

1例16.7%デ ア ル。

之 二依 レバ、 血 行 撒布 型 ハ短 桿 菌 多 久 浸 潤 型

ノモ ノハ 早期 浸 潤 型 パー般 二短 桿 菌 オ多 イガ晩

期 浸 潤 型 ニ ナル ニ從 ヒ長 桿 菌 多 クナ ル テ見 ル。

勿 論 之 ハ各 例 ノ第1回 目 ノ検 査 ニ ヨル表 デ前述

ノ檬 二歯 形 ハ 常 二登 有壁 化 テ 來 ス カ ラ菌 形態 二

依 ツ テ直 チ ニ病 型 ノ診 断 テ ナ ス事 ハ不 可 能 ノ事

デ アル ガ、 菌 ノ形態 二依 ッテ ソ ノ毒 力 ノ異 ル事

カ ラ考 ヘ レバ 、 晩 期 浸潤 型 ハ最 悪 ナ條 件 ノ下 ニ

アル テ思 ハ セ、 早期 浸 潤 型 拉 ビニ血 行 撒布 型 ハ

ソ レニ比 シテ一般 二良 好 ナ ル條 件 ノ下 二置 カ レ

テ ヰル事 ラ推 定 シ得 ル繹 デ ア ル。

血 行 撒 布 性 肺結 核 ガ ソ ノR6ntgen寡 眞 二於 テ

重 篤 テ思 八 七 ル像 ヲ示 スニ拘 ラズ意外 一良 好 ナ

ル経 過 テ取 ル事 ハ熊 谷 教授 一In,ガ嚢 表 セ ラ レタ所

デ ア ル が之 トヨタ一 致 ス ル ノラ見 ル。

5・R6ntgen篤 眞 像 ト結 核 菌 形 態 ト ノ関 係

R6ntgen爲 眞 テ急 性 滲 出性 像 ト、 慢 性増 殖 性

硬 化 性 像 トー二 分 シテ之 ト菌 形 態 トノ関 係 ヲ見

ル ニ第5表 テ得 タ。

第5表

レントゲ ン爲 眞像 ト結核菌形態 トノ關係

＼ レン トゲ [ 慢 性 像＼i郵 眞'

＼
＼

造核菌形態＼

急 性 像

国劇 % 同数 %

顧 粒 形 oiOl5 8.6卜

短 桿 菌 17113.2}20 34.5

中 桿 菌
_一 一9一 一 一

長 桿 菌

、2ig.317
11

12.1

36 127 .9 4 6.9

混 合 形 64 49.6 22 37.9
,

合 計11291100158 100

桿菌最多デ、他 ハ混合形 デアル。之二依 リ見ル

ニ長桿菌バー般 二急性像ニー致 シ、短桿菌穎粒

ハ慢性像ニ一致 シテヰル。

{3・肺結核患者豫後 ト菌形態 トノ関係

余が喀疾検査中二良好ナ経過 テトリ、一般状態

ノ恢復 ト共二階疾中 ノ結核菌 ノ消失テ來 シタ11

例及 ビ増悪逡 二死亡 ノ軸蹄 ラ取 ツタ5例 二於ケ

ル菌形態ラ列記 シテ見ル ト第6表 及 ビ第7表 ラ

得 タ。

第6表

喀疾中ノ結核菌消失前二於ケル菌形態

番

號

一
-

一
2

}
3

一

4

一

.。

昭

一

7

一

8

一
9

一

10

姓 名 1翻 診

一26
×24

一 万

1南側肺結核
再燃性浸潤

中肺野浸潤

噺

2S

一

63

早期浸潤+娘 浸潤

雨側肺結核
血行性早期空洞

右肺尖陳覆病竃
左鎖骨下早期浸潤

緻密繊維性肺結核

両側肺結核
硬化性滲出性

肺門浸潤

病竃周園炎

悪形菌菌
徽

短1

粒願

短

1

一
1

1短

紘願
短

血

中組

頭へ
短

粒
.

皿

一

1

鉱願
中

皿

短庶
一
∬

一2欄 騨 吸引性擁1 中

短長1

急 性 像 テ示 シタ129回 申、 喀 疾 二穎 粒 ノ ミ現 ハ

レ多事 ハ1同 モ ナ ク、 短 桿 菌17臥13.2%、

中 桿 菌12同 、9.3%、 長 桿 菌36同 、27.9%デ 、

長 桿 菌 最 モ多 クi他 ハ混 合 形 デ アル。

慢 性 像58回 申、 喀 疾 中穎 粒 ノZノ 場 合5同 、

8.6%o,短 桿 菌20同34.5%、 中桿 菌7回12.1

%、 而 シテ長 桿 菌 ハ4同6・9%二 過 ギナ ィ。 短

第7表

瀕死時 二於 ケル喀疾 内結核菌 ノ形態

魏姓 略
帽⊥

一

〇4

一 猛

3

4

pO

診 断

両側肺結核
滲 出性、硬化性、・空洞

左側肺結核
浸潤型乾酪性肺炎

南側肺結核36
早期浸潤 ノ呼引性撒布

早期浸潤21

馳礁
分へ長

枝

吼長
短

カ沖
校

長
分

皿

㎜

一
N

V

両側肺結核
一 16 腎

、
1日結 核

之二依 レバ喀疾中ヨリ消失 セントスル時期二於

クル結核菌 ノ形態ハ殆 ンド穎粒形短桿菌 デ、中

桿、長桿菌ハ非常二稀 デァノヒ二皮 シテt死 亡前
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ノ5例 ノ検 査 二依 レバ
、 長 桿 菌 叉 ハ長 中 短 ノ混

合 形 及 ピ分 枝 形 成 等 ヲ見、 短 桿 菌 、 穎 粒 ガ軍 蜀

二來 テ ヰル例 ハ1例 モ ナ ィ
。

7.菌 叢 ノ臨躰 的 意 義

結 核 菌 ガ多 撒 聚 合 シ叢 状 團 塊 テナ ス状 態 ハ展 支

喀 疲 中 二見 ラ レル。 多 クハ散 在性 ノ結 核 菌 ト混

在 シテ ヰ ル ガ時 ニ ハ殆 ン ド凡 テ菌 叢 カ ラナ ル事

ガ アル。

湊 川 鋤 氏 ハ病 理 解剖 學 的 研究 ニ ヨ ツ テ菌 群 集 ハ

乾 酪 竈 及 ビ臼 血球 膿 瘍 様竈 二、 團 塊 ハ乾 酪 竈 二

來 ル トィ フ。

余 ・・検 査 人 員60人 中18人30%二 於 テ 菌 叢 テ

認 メ、 ソ ノ中13人72.2%二 於 テ、R6ntgen

篇 眞 二明瞭 ナ室 洞 ヲ謹 明 スル事 ガ 出來 タ。 筒 ホ

室洞 テ見 出 サナ ヵ ツ タ5例 ハ、 乾 酪 性 肺 炎、 病

竈 周 圃 炎 、 早 期 浸潤 、 汎 登 性繊 維 性 潰 瘍 性 肺 結

核 、氣 管 枝 撒布 テ件 ヘ ル浸 潤 症 等 ノ診 断 テ付 ケ

ラ レタ モ ノデ、 皆滲 出 性 ノ傾 向強 イモ ノバ カ リ

テ アツ タ。

之 二依 ツテ見 ル ニ菌 叢 ノ存 在 ハ室 洞 ノ存 在 ラ推

定 セ シメ得 ル ト共 二又 ソ ノ豫 後 ノ重 大 性 テ示 ス

モ ノ ト言 フ事 ガ出來 ル。

8,分 枝 形 成 、 棍 棒 状 菌 二就 イ テ

分 枝 形 成 ヲナ セ ル菌 バー般 二菌 撒 ノ多 イ喀 疾 中

二存 在 シ、 長 中桿 菌 二 混 在 スル。60人 中20人

二於 テ之 テ見 、 ソ ノ 中空 洞 テ有 スル モ ノ10人

50%デ ア ル。 登 育環 二述 ベ タ如 ク、分 枝 ・・増 殖

ノ重 要 ナー様 式 デ ア ル シ、 又 重 症 結 核 二多 イ事

ハ ソ ノ撮 毒 性 ラ裏 書 ス ルモ ノデ アル。

棍 棒 月犬菌 ノ臨昇木的 意 義 ・・ソ ノ検 出僅 カ ー]例 二

過 ギ ナ ィ故 不 明 デ アル。

B総 括

以.ヒ菌形 態 ト臨 躰的 所 見 トテ相 封 比 シテ之 テ縛

括 スル ー、 結 核 菌 ノZiehl好 染 時 代 ・・病 勢 強

ク、Much好 染 時 代 ハ弱 イ事 ガ認 メ ラ レル。

術 ホZiehl好 染 時代 テ分 類 シテ短 桿 菌 、中桿 菌 、

長 桿 菌 トニ三分 シテ比 較 スル ニ短 桿 菌 最 モ毒 力

弱 ク、 中 桿 菌長 桿 菌 二登 育 ス ル ニ從 ツ テ毒 力 盆

盆 檜 加 シ同 時 二臨}沐的所 見 ノ檜 悪 テ示 ス。

Much桿 菌 、Much穎 粒 ・・個 人 ノ抵 抗 力 強 イ時

二 生 ズ ト考 ヘ ラル。

分 枝 形 成、 分 裂 形 成 菌 叢 等 ハ毒 力 旺 盛 ナ時 期

ノ産 物 デ殊 二菌 叢 ノ検 出 ハ之 ラ以 テ室 洞 ノ存 在

テ推 定 セ シメ得 ル ニ足 ル。
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圖 ノ説 明

第1圖8.分 枝形成

第1例 喀疾 中 ノ結核菌 ノ諸形態9.'毛 様分枝 形成

1.Much顯 粒10.Much桿 菌

2.璽i球 菌状 ノMuch顧 粒11.菌 叢

3.Ziehl好 染 ノ小突起 ヲ有 ス ルMuch頴 粒 第3圖 結核登育培殖環様式

1:灘 会‡ 会繍 境二於ケ曝 育増殖様式
6.長 桿 菌A-B2・ 一一一A悪 環 境 二於 ケル 獲 育 培殖 様 式

7.分 裂 形 成
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